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Abstract
Species composition of oribatid mites was surveyed in a natural forest of fir (Abies firma Sieb. et Zucc.) and oak

(Quercus glauca Thunb.) and in artificial forests of cherry (Cerasus spp.), Metasequoia glyptostroboides Hu et Cheng, pine
(Pinus taeda L.) and Zelkova serrata Makino in the Tama Forest Science Garden, Forestry and Forest Products Research
Institute, Hachioji, Tokyo, Japan.  Three 2rsamples, containing leaf litter, twigs, fragments of fallen trees and mineral
soil were collected from each forest and put on a Tullgren funnel for about 70 hours for extracting oribatid mites.
Eighty-four species of oribatid mites, including three undescribed species and six species previously unrecorded in
Tokyo, were collected.  The species correspond to 36.5 % of all, which had been recorded in Tokyo.  This suggests that
the Tama Forest Science Garden provides valuable environments for oribatid mites.
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要　旨
多摩森林科学園のササラダニ相を明らかにするため、モミ・アラカシ天然林、サクラ保存林、メタセコイ

ア林、テーダマツ林およびケヤキ林からそれぞれ落葉、落枝、倒木および土壌を含むように２rづつ、３サ
ンプルを採取し、ツルグレン装置に約70時間かけてササラダニ類を抽出した。その結果、42科66属84種のサ
サラダニ類が採集され、その中には未記載種３種と、東京都からの新分布記録種６種が含まれていた。これ
らは今までに東京都から報告されたササラダニ類の36.5％に相当し、多摩森林科学園がササラダニ類にとっ
て良好で貴重な環境であることを示していた。
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はじめに

森林総合研究所の独立行政法人化に伴い、2001年４月

から教育的資源研究グループが発足し、多摩森林科学園

の森を教育的資源として活用する方向で研究が行われる

こととなった。そのためには、まず科学園の動植物相の

実態を把握する必要がある。ここで取り上げる土壌動物

は、落葉落枝の分解、土壌の撹拌などを通じて森林生態

系の物質循環に大きく関与していることから（青木, 1973;

北沢, 1973; 渡辺, 1983; 新島ら, 1996）、森林の健全性を維持

するために不可欠の構成要素と考えられる。また、土壌

動物のグループ組成や種組成は、森林の豊かさと密接に

関係していることから、既に指標生物として活用されて

いる（青木, 1989, 1995; 原田ら, 1996, 1997）。しかし、まだ

種の同定が困難な土壌動物群も多く、また、種名が同定

されてもその生態に関しては不明である種が多い。この

ような現状をふまえ、多摩森林科学園でさまざまな視点

から土壌動物の調査を行い、その成果を環境教育に活か

す方向で検討することは急務である。
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本報告では、以前に当園で調査が行われ、結果の一部

のみが報告されたササラダニ類について（新島, 1999; 水谷

ら, 2000）、調査内容を整理し、種類組成と生息環境との関

係を明らかにするとともに、科学園の森を教育的資源と

してどのように活用できるか、土壌動物の立場から検討

したので報告する。

本文に先立ち、ササラダニ類の分類と生態に関してご

指導いただいた神奈川県立生命の星・地球博物館館長の

青木淳一博士に厚く御礼申し上げる。また、本稿の作成

にあたり、多くの御助言をいただいた多摩森林科学園の

三輪雄四郎園長および調査地の樹木に関するデータを提

供していただいた勝木俊雄氏に感謝の意を表する。

調査地と調査法

調査地は東京都八王子市廿里町1833-81多摩森林科学園

内の標高約200ｍに位置する５林分である（Photo. 1）。園

内で測定した最近20年間の年平均気温は13.4℃、年間の

降水量は1655 mmであった（多摩森林科学園, 1999）。調査

地点の立地環境については、森林土壌の調べ方とその性

質（改訂版）（森林土壌研究会, 1993）および多摩森林科学

園施業計画（多摩森林科学園, 1994）を参考にして調査し、

記載した。

土壌試料の採取は、種組成を明らかにする場合に適し

ているとされている拾い取り法（青木, 1978）を採用し、

上記５林分から約２rづつ３サンプル、それぞれ土、落

葉、落枝、倒木など林内の様々なものを含むように採取

した。調査時期は、ササラダニ類の個体数が秋から冬に

かけて最大となることから（Niijima, 1971; 青木ら, 1977; 石

川ら, 1977; 岩波ら, 1980）、1997年11月13日に行った。サ

サラダニ類の抽出は特殊二重多孔板付ツルグレン装置

（ガステック社製ORIBATEC、OR-3010）で約70時間行っ

た。得られたササラダニ類は80％エチルアルコールで固

定・保存し、ホイヤー氏液を用いて集合プレパラートを

作製し、検鏡した。

林分相互のササラダニ群集の類似度を Jaccardの共通係

数（木元 , 1978）で比較した。共通係数（coefficient of

community）は次式であらわされる。

CC =
c

a + b － c

ただし、ａおよびｂは両地域の種数、ｃはその共通種数

である。

ササラダニ類を指標とした自然度の評価については青

木（1995）、原田ら（1997）に従って評点の合計値を算出

した。また、原田ら（1985）をもとに、東京都で調査さ

れた 134地点の報告例に、皇居からの報告（青木, 2000）

を加えた135地点の５％以下に相当する６地点以内からの

み採集された種を、東京都産ササラダニ類の稀少種（以

下稀少種と略記）とした。種類別の分布域については、

原田（1988）を参照した。

なお、上記の調査で未記載種が確認されたことから、

より多くの標本を得るために、1999年11月５日に簡単な

補足調査を行った。

結　果

調査地の立地環境

調査地点の林分状況をTable 1に、土壌断面形態をFig. 1

に示す。

モミ・アラカシ天然林（以下天然林と略記）は2.75 ha

で、研究目的以外では入林を許可していない。土壌型は

適潤性褐色森林土で、石礫はみられず、LF層は約４cmで、

団粒状構造の発達したＡ 11層が確認された。

サクラ保存林（以下サクラ林と略記）は約８haで、現

存植生の風害跡地に造成され、調査を行った区画は1967

年に植栽された。以後、毎年下刈りを行うとともに、枯

れ枝の除去などの手入れを行っている。また、サクラが

枯損した場合は随時補植を行ってきた。土壌断面形態は

天然林の土壌に近いが、Ａ 11層には草本植物の根が密にみ

られた。

メタセコイア林は約0.2 haで、小川の岸に植栽された約

40本のメタセコイアで構成され、調査した５林分の中で

はもっとも湿潤な環境であった。下刈りが年１～２回行

われている。土壌は天然林やサクラ保存林と同じ暗褐色

の土壌層の上に、水積土とみられる赤褐色の土壌層がみ

られた。表層土壌は約３ cmの厚さにHA層が発達し、草

本植物の細根が密にみられた。

テーダマツ林は0.28 ha、ケヤキ林は1.21 haで、いずれ

も急斜面に造成され、土壌は石礫を多く含み、乾燥して

いた。テーダマツ林では通年L+FH層が10 cm前後堆積し

ていた。ケヤキ林では落葉直後にLF層が３～５cmみられ

たが、夏には鉱質土層が露出する部分もみられた。

調査時の林齢は、天然林が最も古く、100～200年、次

いでケヤキ林が古く、84年、メタセコイア林は47年、テ

ーダマツ林が37年であり、サクラ林が最も若くて30年で

あった。

ササラダニ類相

各林分で得られたササラダニ類の種組成をTable 2に、

林分相互の類似度をTable 3に示した。５林分の合計は41

科65属82種で、その中の３種は未記載種、６種は東京都

からの新分布記録種、11種が稀少種であった。多摩森林

科学園のササラダニ相の特徴は、ジュズダニ科

（Damaeidae）が６種、ツヤタマゴダニ上科（Liacaroidea）

が４科７種、イブシダニ科（Carabodidae）が４種、イカ

ダニ科（Otocepheidae）が５種と多く、ダルマヒワダニ科

（Brachychthoniidae）を欠いていた。採集されたササラダ

ニの大部分は本州中部地域の低地から山地帯にかけて分

布する種であった。なお、未記載種のうち多数採集され

たドビンダニの一種は科学園内に広く分布していること

から、所在地の地名にちなんで和名をトドリドビンダニ

（Hermanniella sp.）とし、水谷らが後に記載することとした。
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Table 2. 多摩森林学園のササラダニ相（1997年11月13日調査）
Species composition of Orbatod mites in the Tama Forest Science Garden (surveyed on 13 November, 1997)
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林分別のササラダニ相をみると、天然林からは49種採

集され、今回調査した５林分中最も種類が多かった。こ

の中には２種の未記載種、１種の東京都新記録種、それ

に９種の稀少種が含まれていた。未記載種のイブリダニ

の一種（Epilohmannoides sp.）、稀少種のイカダニモドキ

（Tokunocepheus mizusawai）を含む９種は天然林からのみ

採集された。そのうち３種をPhoto. 2に示した。

サクラ林からは40種採集され、このうち28種は天然林

と共通であり、共通係数は0.46と高かった。サクラ林から

のみ採集された種は、稀少種のニセコイタダニ

（Zygoribatula truncata）と、開けた環境を好むツクバハタ

ケダニ（Transoribates agricola）を含む６種であった。

メタセコイア林からは38種採集された。天然林および

サクラ林との共通係数はそれぞれ0.32および0.39とやや高

かったが、急傾斜地に造成されたテーダマツ林およびケ

ヤキ林との共通係数はそれぞれ0.24と0.21で低かった。メ

タセコイア林からのみ採集された種は、東京都新記録種

のシワウズタカダニ（Liodes zimmermanni）、湿った環境

を好むチビコナダニモドキ（Malaconothrus pygmaeus）お

よび、主として山地帯に分布し、東京都の低地には分布

していないと考えられていたヤマサキオニダニ

（Platynothrus yamasakii）を含む８種であった。

テーダマツ林からは30種採集され、このうち26種は天

然林と共通で、共通係数は0.49と高かった。残る４種のう

ち、２種はメタセコイア林と、２種はケヤキ林と共通で、

テーダマツ林からのみ採集された種はなかった。

ケヤキ林のササラダニ類は26種と最も少なかった。他

林分との共通係数は0.20－0.27で、いずれも低かった。ケ

ヤキ林からのみ採集された種は、未記載種のエンマダニ

の一種（Eupelops sp.）、東京都新記録種のコノハイブシダ

ニ（Gibbicepheus frondosus）、コンボウジュズダニ（Epida-

maeus bacillum）およびヒメズナガツブダニ（Multipul-

chroppia schauenbergi punctulata）と、稀少種のイゲタスネ

ナガダニ（Allodamaeus transitus）を含む７種であった。

ササラダニによる自然性の評点は天然林が116点で最も

高く、次いでサクラ林とメタセコイア林が高く、それぞ

れ89点と92点であった。ケヤキ林とテーダマツ林はどち

らも64点であった。

なお、1999年の補足調査により、新たに天然林からキ

ョジンダニ（Apolohmannia gigantea Aoki）が、メタセコ

イア林からヨコヅナオニダニ（Nothrus palustris Koch）が

採集された。

考　察

原田ら（1985）によれば、今までに東京都で確認され

たササラダニ類は214種で、これに皇居から採集された１

新種と６新分布記録種（青木, 2000）および今回の調査で

得られた３未記載種と６新分布記録種を加えると230種に

なり、その36.5％に相当する84種が多摩森林科学園から

採集された。季節を変え、地点数を増やせば、ササラダ

ニの種数はさらに増加するものと期待される。多摩森林

科学園のササラダニ相を東京都や神奈川県からの報告

（原田ら, 1984, 1985）と比較すると、ジュズダニ科、ツヤ

タマゴダニ上科、イブシダニ科およびイカダニ科が多く、

ダルマヒワダニ科が採集されなかったという点では特異

的であった。

ササラダニ類による環境の自然性の評点について、原

田ら（1997）は千葉、東京、神奈川、静岡の暖温帯地域

94地点における事例をまとめている。そのなかで、評点

の合計値が80点を越えたのは15地点で、100点以上はわず

か６地点であり、最高値は静岡県伊豆半島のスダジイ林

が124点であった。多摩森林科学園のモミ・アラカシ天然

林の評点が116点、サクラ林とメタセコイア林が89～92

点を示したことは、多摩森林科学園の森が自然性の高い

環境であることを示している。多摩森林科学園は1921年

に宮内省帝室林野局林業試験場として設置されて以来、

実験林として保護されてきたことから、土壌動物相も保

全されてきたと考えられる。ササラダニ類に限らず、科

学園で採集された14種のカマアシムシ類のうち５種が新

種であり（今立, 1963; Imadaté, 1974）、また、トビムシ類

についてはベソッカキトビムシの比率が高く、自然度が

高いことが確認されている（Niijima, 1971; 新島, 1974）。

ササラダニ類はさまざまな人為の影響を受けてその種

数が減少する。下刈りも減少要因のひとつと考えられ、
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今回の調査でも、サクラ林とメタセコイア林では、天然

林より種数が少なかった。同様の傾向は京都御所のマツ

林でも確認されている（原田, 1994）。人の踏圧によっても

ササラダニの種数は減少する（Ito, 1980）。逆に、ほとん

ど人が立ち入ることのない明治神宮の森には、晩秋だけ

で61種、全季節では80種のササラダニ類が生息し（青木

ら, 1977）、自然性の評点の合計値は96～111点と高い値を

示している（原田ら, 1997）。一般に、人の立ち入りの少な

い天然林でササラダニ類の種数が多く、造林地では減少

するという傾向は、原田（1988）も確認している。

ササラダニ類の種の多様性を保全するという立場から

今回調査した林分を評価するなら、天然林の重要性は明

らかである。また、サクラ保存林は開けた明るい場所を

好む種の生息に適しており、メタセコイア林は湿った環

境を提供し、ケヤキ林は天然林から採集されなかった未

記載種や東京都新分布記録種、稀少種が生息していると

いう点で、今後も保全する必要があろう。ササラダニ類

に関しては既に多くの研究がなされているが、まだ日本

産の種の記載が完了しておらず、その個生態が明らかに

されている種はごくわずかである。普通種はもちろん、

多くの稀少種が生息する科学園の森は、今後ササラダニ

類の研究のための調査拠点としてさまざまな形で有効利

用されうる可能性を持っている。

この貴重な森を今後も教育的資源として活用するため

には、徹底的に保護する地区と、必要に応じて人手を加

える地区を明確に区分することを提案する。具体的には、

天然林を保護地区とし、研究目的以外の林内への立ち入

りを禁止する。サクラ保存林をはじめとする造林地では、

施業内容を詳細に記録し、後々の研究のための資料とし

て、いつでも過去の履歴がわかるようにする必要がある。

今回調査した林分は、地上部の外観の違いに対応して

地下部に生息するササラダニ類の種組成も違うという実

例として利用することができる。ただし、現地を案内する

場合、公開地域の林分は歩道から間近に観察し、天然林は

林外から観察するにとどめるなどの配慮が必要であろう。
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林分別のササラダニ相をみると、天然林からは49種採

集され、今回調査した５林分中最も種類が多かった。こ

の中には２種の未記載種、１種の東京都新記録種、それ

に９種の稀少種が含まれていた。未記載種のイブリダニ

の一種（Epilohmannoides sp.）、稀少種のイカダニモドキ

（Tokunocepheus mizusawai）を含む９種は天然林からのみ

採集された。そのうち３種をPhoto. 2に示した。

サクラ林からは40種採集され、このうち28種は天然林

と共通であり、共通係数は0.46と高かった。サクラ林から

のみ採集された種は、稀少種のニセコイタダニ

（Zygoribatula truncata）と、開けた環境を好むツクバハタ

ケダニ（Transoribates agricola）を含む６種であった。

メタセコイア林からは38種採集された。天然林および

サクラ林との共通係数はそれぞれ0.32および0.39とやや高

かったが、急傾斜地に造成されたテーダマツ林およびケ

ヤキ林との共通係数はそれぞれ0.24と0.21で低かった。メ

タセコイア林からのみ採集された種は、東京都新記録種

のシワウズタカダニ（Liodes zimmermanni）、湿った環境

を好むチビコナダニモドキ（Malaconothrus pygmaeus）お

よび、主として山地帯に分布し、東京都の低地には分布

していないと考えられていたヤマサキオニダニ

（Platynothrus yamasakii）を含む８種であった。

テーダマツ林からは30種採集され、このうち26種は天

然林と共通で、共通係数は0.49と高かった。残る４種のう

ち、２種はメタセコイア林と、２種はケヤキ林と共通で、

テーダマツ林からのみ採集された種はなかった。

ケヤキ林のササラダニ類は26種と最も少なかった。他

林分との共通係数は0.20－0.27で、いずれも低かった。ケ

ヤキ林からのみ採集された種は、未記載種のエンマダニ

の一種（Eupelops sp.）、東京都新記録種のコノハイブシダ

ニ（Gibbicepheus frondosus）、コンボウジュズダニ（Epida-

maeus bacillum）およびヒメズナガツブダニ（Multipul-

chroppia schauenbergi punctulata）と、稀少種のイゲタスネ

ナガダニ（Allodamaeus transitus）を含む７種であった。

ササラダニによる自然性の評点は天然林が116点で最も

高く、次いでサクラ林とメタセコイア林が高く、それぞ

れ89点と92点であった。ケヤキ林とテーダマツ林はどち

らも64点であった。

なお、1999年の補足調査により、新たに天然林からキ

ョジンダニ（Apolohmannia gigantea Aoki）が、メタセコ

イア林からヨコヅナオニダニ（Nothrus palustris Koch）が

採集された。

考　察

原田ら（1985）によれば、今までに東京都で確認され

たササラダニ類は214種で、これに皇居から採集された１

新種と６新分布記録種（青木, 2000）および今回の調査で

得られた３未記載種と６新分布記録種を加えると230種に

なり、その36.5％に相当する84種が多摩森林科学園から

採集された。季節を変え、地点数を増やせば、ササラダ

ニの種数はさらに増加するものと期待される。多摩森林

科学園のササラダニ相を東京都や神奈川県からの報告

（原田ら, 1984, 1985）と比較すると、ジュズダニ科、ツヤ

タマゴダニ上科、イブシダニ科およびイカダニ科が多く、

ダルマヒワダニ科が採集されなかったという点では特異

的であった。

ササラダニ類による環境の自然性の評点について、原

田ら（1997）は千葉、東京、神奈川、静岡の暖温帯地域

94地点における事例をまとめている。そのなかで、評点

の合計値が80点を越えたのは15地点で、100点以上はわず

か６地点であり、最高値は静岡県伊豆半島のスダジイ林

が124点であった。多摩森林科学園のモミ・アラカシ天然

林の評点が116点、サクラ林とメタセコイア林が89～92

点を示したことは、多摩森林科学園の森が自然性の高い

環境であることを示している。多摩森林科学園は1921年

に宮内省帝室林野局林業試験場として設置されて以来、

実験林として保護されてきたことから、土壌動物相も保

全されてきたと考えられる。ササラダニ類に限らず、科

学園で採集された14種のカマアシムシ類のうち５種が新

種であり（今立, 1963; Imadaté, 1974）、また、トビムシ類

についてはベソッカキトビムシの比率が高く、自然度が

高いことが確認されている（Niijima, 1971; 新島, 1974）。

ササラダニ類はさまざまな人為の影響を受けてその種

数が減少する。下刈りも減少要因のひとつと考えられ、
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今回の調査でも、サクラ林とメタセコイア林では、天然

林より種数が少なかった。同様の傾向は京都御所のマツ

林でも確認されている（原田, 1994）。人の踏圧によっても

ササラダニの種数は減少する（Ito, 1980）。逆に、ほとん

ど人が立ち入ることのない明治神宮の森には、晩秋だけ

で61種、全季節では80種のササラダニ類が生息し（青木

ら, 1977）、自然性の評点の合計値は96～111点と高い値を

示している（原田ら, 1997）。一般に、人の立ち入りの少な

い天然林でササラダニ類の種数が多く、造林地では減少

するという傾向は、原田（1988）も確認している。

ササラダニ類の種の多様性を保全するという立場から

今回調査した林分を評価するなら、天然林の重要性は明

らかである。また、サクラ保存林は開けた明るい場所を

好む種の生息に適しており、メタセコイア林は湿った環

境を提供し、ケヤキ林は天然林から採集されなかった未

記載種や東京都新分布記録種、稀少種が生息していると

いう点で、今後も保全する必要があろう。ササラダニ類

に関しては既に多くの研究がなされているが、まだ日本

産の種の記載が完了しておらず、その個生態が明らかに

されている種はごくわずかである。普通種はもちろん、

多くの稀少種が生息する科学園の森は、今後ササラダニ

類の研究のための調査拠点としてさまざまな形で有効利

用されうる可能性を持っている。

この貴重な森を今後も教育的資源として活用するため

には、徹底的に保護する地区と、必要に応じて人手を加

える地区を明確に区分することを提案する。具体的には、

天然林を保護地区とし、研究目的以外の林内への立ち入

りを禁止する。サクラ保存林をはじめとする造林地では、

施業内容を詳細に記録し、後々の研究のための資料とし

て、いつでも過去の履歴がわかるようにする必要がある。

今回調査した林分は、地上部の外観の違いに対応して

地下部に生息するササラダニ類の種組成も違うという実

例として利用することができる。ただし、現地を案内する

場合、公開地域の林分は歩道から間近に観察し、天然林は

林外から観察するにとどめるなどの配慮が必要であろう。
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Creation of a Map of Tohoku Forest District Area 
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Abstract
The forest planning district map of the Tohoku Regional Forest Management Office was created using satellite data to

show forest cover information for forest management. Nine scenes of Thematic Mapper on Landsat were mosaicked and
the intensities of all images were adjusted at the same time, then the mosaicked image was overlaid on the Transverse
Mercator coordinate system of Japan. Forest management office boundaries and ‘Midorino Kairou’ (forest corridor)
boundaries were displayed over the mosaicked image, on which the national forest areas were brightened. The result
showed the extents of the national forest, the corridors and vegetation there. The resulting image showed the richness of
deciduous forests in the national forest and discontinuous areas of the corridors with vegetation type. Thus the satellite
map can show information that is useful for forest management. It is also possible to overlay other kinds of geographical
information that are useful for forest management such as elevation on the satellite map.

Key words : corridor, forest management office, national forest, satellite map
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1. はじめに

技術革新によって、コンピュータ上で地理情報システ

ム（GIS）と呼ばれるソフトウェアを使えば、様々なデー

タを数値化してディスクに格納することが簡単にできる

ようになった。GISを使えば、格納したデータを加工して

様々な主題図を作成することや、森林資源管理に必要な

情報を集約することもできる（Priceら, 1994）。一方、衛

星センサにより地表面被覆を広域で同時に撮影できるよ

うになって、約30年が経過した。この間、センサの性能

は向上し、様々な用途で衛星写真が用いられるようにな

っている。衛星センサが観測する土地被覆の情報によっ

て、森林の面的な広がりを把握することが可能であり

（長ら, 1988; Gongら, 1990; Waymanら, 2001）、衛星写真や

分類結果などに地理情報を重ねて表示し、位置情報を付

加することもできる（加藤, 1991; 粟屋, 1991）。最初の日本

列島の衛星データ数値モザイクは、1980年代前半にラン

ドサット・マルチスペクトラルスキャナのデータを用い

て作成された（福江, 1993）。当時はプログラムを自作し、

ミニコンピュータを利用して作成されたが、現在は市販

のソフトウェアとパーソナルコンピュータを用いてモザ

イクを作成できる。しかし、森林管理署の規模で複数の

衛星データをモザイクし、森林情報を重ねて印刷した例

は国内では報告されていない。一方、筆者らは地理情報

と衛星データや空中写真を組み合わせて森林管理へ活用

する方法を提示していくことを目指している。以上のよ

うな背景を踏まえて、森林管理局の管内全域を対象とし

て、衛星写真上に森林管理署の管轄境界や国有林境界を

重ねて表示し、衛星写真版の森林管内図を作成してその

効用について検討した結果を報告する。

Photo. 1. 調査地の林相（2000年３月27日－４月11日に撮影）
Study sites (Pictures were taken on 27 March - 11 April
2000)

A: モミ・アラカシ天然林　Natural forest of fir & oak
B: サクラ保存林　Cherry forest
C: メタセコイア林　Metasequoia forest
D: テーダマツ林　Pine forest
E: ケヤキ林　Zelkova forest

Photo. 2. 天然林で採集されたササラダニ類
Oribatid mites collected in the natural forest

左 Left: フクロフリソデダニ Neoribates roubali
中Middle: ホソツキノワダニ Nippohermannia parallela
右 Right: ヤマトオオイカダニ Megalotocepheus japonicus
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